
 

     ご自宅で介護をされているご家族の方へ  

レスパイト入院で｢介護のひとやすみ｣しませんか？ 

 

レスパイト入院は、自宅療養中の患者さんに一時的に入院していただくことで、介護をしているご家族に 

休息していただく短期入院のことです。「日々の介護に疲れてしまった」「急な事情で短期間の介護が出来 

ない」 という方は、ぜひこの機会に「レスパイト入院」をご利用ください。 

 

「レスパイト入院」とは？ 

• 介護者の負担軽減を目的とした仕組みです。 

• 自宅療養中の患者さんが一時的に入院することができます。 

• 治療目的の入院ではありません。 ※症状悪化時を除く 

• 医療的管理が必要で、介護保険のショートステイが利用困難な方も利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか高畠病院では「食べっぺ入院」「サポート入院」をご案内しています。 

「食べっぺ入院」とは？ 

   嚥下障害による食事摂取量の低下、食事内容や提供方法の見直しなど、摂食嚥下の改善を目的とし、多職種が

チームで様々なアプローチをおこない、状態の改善を目指します。 

「サポート入院」とは？ 

急性期病院では入院適応とならず、自宅での療養生活が困難な方に対し、入院により必要な医療等を提供し 

一日でも早く自宅などで生活できるようサポートします。主に、軽度な肺炎、脱水、尿路感染、圧迫骨折や褥瘡な

どの早期治療を目的としたもので、医師より入院が必要と判断された方が対象になります。 

 

※基本的ルール 

1. 入院希望の場合、かかりつけの先生からの紹介状（診療情報提供書）が必要になります。 

2. 入院期間は数日～2週間程度です（期間延長を希望される場合はご相談ください）。 

3. ベッドの空き状況により即応できない場合があります。 

 

【お問い合わせ】 公立高畠病院 医療連携相談室 0238-52-1500（内線6970） 

・日々の介護に疲れてしまった 

・定期的に利用して介護を継続したい 

・趣味を楽しんでリフレッシュしたい 

・冠婚葬祭に出席する 

・出張や旅行に行く 

・急な病気・入院・ケガなどで介護ができない 

・コロナやインフルエンザでサービスが使えない など 

こんな時にご利用ください 


